




福島県職員の不祥事対策に関する検討委員会からの御意見を踏まえ、以下のとおり既存の取組を強化・継続するとともに、新たな対策

を追加することにより、不祥事の再発防止に向けて、職員一人一人への｢法令遵守意識｣と｢危機意識｣の確実な浸透を図る。

職員個人への浸透を図る対策

○ 職員に対する研修

• 基本研修（公務員倫理等に関する科目も実施） 【継続】

• 公務員倫理講座 【継続】

• 不祥事を自分事として考えさせる研修の実施 【強化】

○ 懲戒処分事案の公表・情報共有 【新規】

○ 職員相談窓口の周知強化 【強化】

※事案の概要を県ＨＰに掲載するとともに庁内にも情報共有。

※新たに依存症等に関する相談窓口も含めて全職員への周知を強化。

○ 福島県職員倫理条例に基づく取組

• 倫理審査会の開催 【継続】

• 贈与等の報告 【継続】

• 飲食・ゴルフの届出 【継続】

• 利害関係者との禁止行為周知リーフレットの配布 【継続】

○ 福島県職員コンプライアンス・マニュアル等に基づく取組

○ 職員面談等の実施

• 職員面談の実施 【継続】

• 不祥事防止啓発リーフレットの配布 【継続】

○ 収賄・わいせつ事案に関する懲戒処分の考え方の厳格化 【新規】

○ 風通しの良い職場環境づくり(職員アンケートの実施) 【新規】

○ 庁内の優良事例の水平展開 【新規】

○ 入札制度等監視委員会による再発防止策等への提言項目の実施

• 執務室内での機密情報の情報漏洩防止 【継続】

• 各種システムからの情報漏洩防止 【継続】

(主な対策)

• 再発防止策のＰＤＣＡ 【継続】

• 各種システムでの不正アクセスの検知 【継続】

※当該事案に厳正に臨む姿勢を県民に明らかにするとともに職員へ周知。

※職員の悩み等を相談しやすい風通しの良い職場になっているかを確認。

※副知事と出先機関の長の意見交換会で報告された優良な取組を展開。

組織(仕組み)として取り組む対策

○ 不祥事対策の継続的な検証と見直し 【新規】

※倫理審査会等の第三者から検証を受け、不断の見直しを行う。

○ 管理職員に対する研修

• 外部講師による管理職のコミュニケーションスキル向上等研修 【強化】

• 不祥事根絶対策研修 【継続】

• 新任管理者特別研修 【継続】

• コンプライアンス委員会、コンプライアンス担当主幹の設置 【継続】

• 所属内研修におけるグループワークの導入 【新規】

• チェックシートによる四半期ごとの自己検証 【継続】

• 公用車等運転時の職員への酒気帯び有無の確認 【継続】

• コンプライアンス推進月間の実施 【継続】

• 福島県職員コンプライアンス必携の常時携帯 【継続】
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不祥事の再発防止策の全体像



不祥事対策の継続的な検証と見直しについて

□職員に対する研修（不祥事を自分事として考えさせる研修の実施）
法令や規程はもとより、業務に潜むリスクを把握して適切に対応するため、全職員を対象に動画研修を実施

（令和８年３月）

□所属内研修におけるグループワーク
上記の個人研修等と併せて全職員がグループワークを実施

     （実践例）
飲酒運転の処分事案発生に伴う、動画教材を用いた防止策に係るグループワークの実施
自転車運転の交通反則通告制度（青切符）導入に伴うグループワークの実施
その他の事例（詐欺事案、個人情報取扱、入札妨害等）に係るグループワークの実施

□管理職向けOJT研修
管理職を対象に、OJTの意義、風通しの良い職場づくり、不祥事防止の意識醸成などについて、外部講師による

集合研修を実施（令和７年１０月）。

□風通しの良い職場環境づくり（職員アンケートの実施）
職場環境に係る項目について職員アンケートを実施（調査結果︓平均３.５５点／５点満点中）

※  類似調査実施団体の状況（Ｒ７公表値）
厚労省:３.４６、北海道:３.０６、三重県３.２２

□その他各部独自の取組
外部講師によるコンプライアンス関係の講習会の開催
部長級職員による出先機関訪問（意見交換）
所属職員向けの定期的なメールマガジンの配信による注意喚起
風通しの良い職場環境づくりの一環として、若手職員（1〜5年目）の悩みに対し、先輩職員（10〜11年目）が
アドバイスをする意見交換会の開催

不祥事防止に関して、昨年度の倫理審査会の結果等を踏まえ、重点的に取り組んだ項目については以下のとおり。
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不祥事対策の継続的な検証と見直しについて
※R７倫理審査会開以降に知事部局において処分した案件の一覧

参考

No. 被処分者 処分の
程度

処分
年月日 事件概要

1
公益的法人に派遣
中の一般職員
（30代、男性）

減給
１月 R7.7.18

令和７年３月２０日（木）、私用のため、宮城県仙台市から宮城県刈田郡
蔵王町に向かう途中、私有自動車で宮城県柴田郡村田町大字村田字西原１７
４番地１号付近の宮城県道２５号岩沼蔵王線を宮城県刈田郡蔵王町方面へ走
行していた午前１０時４５分頃、法定速度時速４０㎞の現場を時速７５㎞で
走行し、取締中の警察官に停車を求められ、法定速度を時速３５㎞超過して
いたとして検挙されたものである。

2
南会津方部の出先
機関の管理職員
（50代、男性）

減給
１月 R7.7.18

令和７年３月、県内の飲食店で行われた所属の懇親会終了後に、女性職員
を自宅に招き入れ２人で飲酒をした後、同職員が帰宅する際に抱きつき不快
感を与えるというセクシュアル・ハラスメント行為をしていたことが、同職
員からの申し出により判明したものである。

3
いわき方部の出先
機関の一般職員
（20代、女性）

免職 R8.2.5

ＳＮＳアプリ「Ｘ」に令和７年８月２４日（日）に開催されるコンサート
のチケットを販売する旨の虚偽の投稿をして購入希望者を募った上、同投稿
を見て購入を希望した女性に対し、前記チケットを確実に入手できる見込み
はなく、かつ、これを販売する意思もないのに、これらがあるように装い、
同年８月１日（金）から同月２日（土）にかけて、ＳＮＳアプリ「Ｘ」及び
「ＬＩＮＥ」を利用し、同女性に前記チケット２枚を１万９６００円で販売
する旨の虚偽のメッセージを送信し、自身に１万９６００円相当の電子マ
ネーを送金すれば、前記チケットを入手できるものと誤信させ、同日、決済
サービス「ＰａｙＰａｙ」を利用して、自身に電子マネーを送金させて、
もって人を欺いて財産上不法の利益を得たものである。


